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はじめに
　出発点は、ヨハン・ゼバスチャン・バッハ（1685-1750年）《クラヴィーア練習
曲集第3部（Dritter Teil  der Klavier-Übung）》（1739年）にある。バッハは晩年になっ
て、自らの作品をまとめる際に、しばしば「百科全書的」と称される性格を持
たせて、つまり、それまでの作品を「総目録」のようにまとめていったとされる。
代表例が《ロ短調ミサ》BWV232で、ライプツィヒの礼拝では決して全曲が演
奏されることのなかった「ミサ通常文」を、演奏に2時間もかかる大作として、
しかも、自筆浄書譜を作ってまとめている。
　同様に、バッハは《クラヴィーア練習曲集》と呼ばれる曲集を出版している。
「第1部」はパルティータ集（全6曲、BWV825〜830、1731年）、「第2部」は《フ
ランス序曲》BWV831と《イタリア協奏曲》BWV832（1735年）、そして、「第4部」
は《ゴルトベルク変奏曲》BWV988（1741年）である。それぞれが、当時の鍵
盤楽器でどのようなことができるかという技巧を盛り込んだ曲集となっている。
その「第3部」が「クラヴィーア」という名を持っているが、コラールをオルガ
ンでどのように演奏するかという「総目録」のような曲集になっている。
　《クラヴィーア練習曲集第3部》は「ドイツ・オルガン・ミサ」と呼ばれるこ
ともあるが、それは、少し前の時代、フランスに「オルガン・ミサ」と呼ばれ
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 1 本論は、2017年7月6日に行われたRCCフォーラムの発題を基に、加筆修正を加えたもの
である。
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る作品があることにならっている。フランソワ・クープラン（1668-1733年）な
どの作品があるが、それらは、実際のミサの中で、グレゴリオ聖歌とオルガン
が交互に演奏するように作曲されたものである。しかし、次のような理由から、
この曲集を呼ぶのに「ドイツ・オルガン・ミサ」との呼称はふさわしくないと
言えるだろう。
　ルター派では、最初期、ルター自身の時代には、礼拝全体を指して「ミサ」
と呼んでいたが（後述参照）、その後、この言葉は使われなくなり、バッハ時代
のライプツィヒでは、「ミサ」とは、通常文の「キリエ」と「グローリア」だけ
をラテン語で作曲したものを指すようになっていた。バッハも、「ミサ」という
タイトルを付けた曲を作曲している（BWV233〜236）。
　さらに、《クラヴィーア練習曲集第3部》の構成は次のようになっている。
前奏曲　変ホ長調 BWV552/1
キリエ、永遠の父なる神（Kyrie, Gott Vater in Ewigkeit）BWV669
キリストよ、全世界の慰め（Christe, aller Welt Trost）BWV670
キリエ、聖霊なる神（Kyrie, Gott Heiliger Gerist）BWV671
キリエ、永遠の父なる神＊（Kyrie, Gott Vater in Ewigkeit）BWV672
キリストよ、全世界の慰め＊（Christe, aller Welt Trost）BWV673
キリエ、聖霊なる神＊（Kyrie, Gott Heiliger Gerist）BWV674
神にのみ、いと高きところで栄光（Allein Gott in der Höh sei Ehr’）BWV675
神にのみ、いと高きところで栄光（Allein Gott in der Höh sei Ehr’）BWV676
「神にのみ、いと高きところで栄光」によるフゲッタ＊
（Fugetta super Allein Gott in der Höh sei Ehr’）BWV677
･これこそ聖なる十戒（Dies sind die heiligen zehn Gebot）BWV678
･「これこそ聖なる十戒」によるフゲッタ＊（Fugetta super Dies sind die 
heiligen zehn Gebot）BWV679
･私たちはみな、唯一の神を信じる（Wir glauben all an einen Gott）BWV680
･「私たちはみな、唯一の神を信じる」によるフゲッタ＊
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 （Fugetta super Wir glauben all an einen Gott）BWV681
･天におられる私たちの父よ（Vater unser im Himmelreich）BWV682
･天におられる私たちの父よ＊（Vater unser im Himmelreich）BWV683
･私たちの主キリストはヨルダン川に来て（Christ, unser Herr, zum Jordan 
kam）BWV684
･私たちの主キリストはヨルダン川に来て＊（Christ, unser Herr, zum Jordan 
kam）BWV685
･深い悩みから私はあなたに呼びかける（Aus tiefer Not schrei ich zu dir）
BWV686
･深い悩みから私はあなたに呼びかける＊（Aus tiefer Not schrei ich zu dir）
BWV686
･イエス・キリスト、私たちの救い主（Jesus Christ, unser Heiland）BWV687
･「イエス・キリスト、私たちの救い主」によるフーガ＊（Fuga super Jesus 
Christ, unser Heiland）BWV689
4つのデュエット BWV802-805
フーガ　変ホ長調 BWV553/2
注：＊は手鍵盤のみの曲。
　　･はルター作詞のコラール。
　これを見ると、BWV669〜677までの9曲が第1部で、ライプツィヒでの「ミサ」（「キ
リエ」と「グローリア」）に相当する部分となっている。その後、BWV678からは、
『小教理問答書』（『エンキリディオン』1529年）の内容に沿って、その内容を歌
うコラール（「教理問答コラール」）が並ぶ構成になっている2（Leaver: 300）。
 2 後で見るように、ルターの『ドイツ語ミサ』で、「信条」として歌われるよう指示されて
いるWir glauben all an einen Gottや、「サンクトゥス」としてJesaia dem Propheten das 
geschahに代えて歌ってもよいとされているJesus Christus unser Heilandが含まれているこ
とから、「ドイツ・オルガン・ミサ」との呼び名が生まれたとも考えられる。
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　「教理問答コラール」に収められている曲の元となったコラールは、すべて、
ルターの作詞、もしくは作詞作曲のものである。それに対し、「ミサ」に当たる
部分には、ルターの作品はない。「キリエ」「グローリア」のコラールは、ルター
の時代、また、その直後の時代に作られたもので、バッハ時代のライプツィヒでは、
毎週歌われるものになっていた。
　「キリエ」としておかれているKyrie, Gott Vater in Ewigkeitを例として、そ
の前史、ルター自身の礼拝についての考え、そして、このコラールの受容、バッ
ハによる編曲と辿ると、礼拝やコラールがどのようなものとして受け止められ
ていたかを知ることができると考えられる。
『ドイツ語ミサ』（1526年）
　ルターは、1523年、ラテン語のミサ式文（Formula missae）を出版し、1526年
には、『ドイツ語ミサ』、ドイツ語で礼拝するための式文を公刊した。その礼拝学、
礼拝史における意義については、ここでは触れない。今日は、音楽にだけ注目
したい。
　この『ドイツ語ミサ』の中で、ルターは、ミサ通常文のうち、以下の部分を
歌うよう指示している。
キリエ
信条
サンクトゥス
アニュス・デイ
　「キリエ」には、「9回ではなく、3回」との但し書きがあり、楽譜が添えられ
ている。これは、ルター作曲と思われる。「信条」は、Wir glauben all an einen 
Gottを歌うことが指示されている（楽譜なし）。このコラールは1524年に作られ
ているので、すでに知られていたものと思われる。なお、このコラールは、前
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述のように《クラヴィーア練習曲集第3部》にも、「教理問答コラール」の部分
に用いられている。
　「サンクトゥス」は「ドイツ語で」という指示があり、ルター作Jesaia, dem 
Propheten das geschahの楽譜が載せられている。「もしくは」として、いずれ
もルター作のGott sei gelobetかJesus Christus, unser Heilandが言及されてい
る。Jesus Christus, unser Heilandは、《クラヴィーア練習曲集第3部》にオルガ
ン編曲がある。
　「アニュス・デイ」に関する指示は分かりにくいところに書かれているが、
「ドイツ語で」歌うとされている。楽譜はないが、ルター作のChrsite, du Lamm 
Gottesか、すでに歌われるようになっていたO Lamm Gottes unschuldig（Nikolaus 
Decius、1485-1541/1546）が念頭にあると思われる。
　このように、「通常文」に相当する部分をドイツ語で歌うよう書いているのだが、
注目すべきは、「グローリア」に相当するものがないことである。「グローリア」
は、ルターの時代から、DeciusによるAllein Gott in der Höh sei Ehrが歌われ
ていたし、現在でも、ドイツではほぼ毎週歌われるものになっている。それに
もかかわらず、『ドイツ語ミサ』に「グローリア」が含まれない理由を、Leaver
は、『ドイツ語ミサ』が最初試用されたのがアドヴェントの礼拝だったからでは
ないかと推測している（187）。
　『ドイツ語ミサ』には、他に2種類の楽譜が載せられている。1つは「入祭唱」、「昇
階唱」で詩編を歌うための楽譜、もう1つは使徒書と福音書を朗唱するための楽
譜である。「固有唱」については、「ドイツ語の歌に置き換えてもよい」との指
示があり、後に様々なコラールが生み出されることになった。現在でも、特定
の日曜日に歌われる“Wochenlied”（週の歌）という習慣があるが、「固有唱」
を置き換えるものだったと考えられる。
　『ドイツ語ミサ』が元になって、各地で礼拝書が作られることになる（表参照。
Leaver: 197に基づいて作成）。
水　野　隆　一50
表
 
　これを見ると、「キリエ」はルターのものではなくドイツ語で歌われるようになっ
ていき、「グローリア」はAllein Gott in der Höh sei Ehrが主流となることが分
かる。「サンクトゥス」は、「ドイツ語のサンクトゥス」とだけ書かれているので、
Jesaia, dem Propheten das geschahが歌われていたと断定することは難しいよ
うに思われる。というのも、これ以外にも、この時代、Heilig ist der Gottという、
「サンクトゥス」部分の歌があり、合唱編曲も多数残されているので、こちらが
歌われていた可能性も考えられるからである。「アニュス・デイ」はO Lamm 
Gottes unschuldigになっていったことがうかがわれる。ルターが作詞ないし作
曲したものがあるにもかかわらず、デツィウス作詞作曲のAllein Gottin der Höh 
sei EhrやO Lamm Gottes unschuldigが主流となっていったのは興味深く感じら
れる。
　文末に「「ミサ通常文」コラール歌詞対訳」の拙訳を掲載しているが、Kyrie, 
Gott Vater in Ewigkeit を 見 る と、1節 は“Gott Vater in Ewigkeit”、2節 は
“Christe”、3節は“Gott heiliger Geist”という呼びかけで始められていて、三位
一体の教義に基づいていることが分かる。これは、「キリエ」のKyrie―Christe
―Kyrieという呼びかけが、それぞれの位格に対する呼びかけと解釈されてきた
ことを背景に持っている。
　Allein Gott in der Höh sei Ehrでは、2節に「父」、3節に「イエス・キリスト」、
ツヴィッカウ
（1528年）
ライプツィヒ
（1530年）
ロシュトック
（1531年）
マグデブルク
（1536年）
キリエ キリエ キリエ（ドイツ語）キリエ（ドイツ語）
グローリア（散文）Allein Gott Allein Gott Allein Gott
Wir glauben Wir glauben Wir glauben Wir glauben
ドイツ語の
サンクトゥス
ドイツ語の
サンクトゥス
ドイツ語の
サンクトゥス
ドイツ語の
サンクトゥス
O Lamm Gottes 
unschuldig
Chrsite, du Lamm 
Gottes
O Lamm Gottes 
unschuldig
O Lamm Gottes 
unschuldig
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4節に「聖霊」との呼びかけがあるので、三位一体論的な構成になっていること
が分かる。Wir glauben all an einen Gottはルターの作詞だが、1節は「天と地を
造られた方」、2節は「イエス・キリスト」、3節では「聖霊」を信じるとあるので、
三位一体を表している。
　従って、1530年代のルター派の礼拝では、最初から、三位一体の歌を3つも歌
うことになっていた。一方、ラテン語のミサでは、「キリエ」は嘆願、「グローリア」
は、父・子・聖霊への言及はあるものの、内容的には、神への「賛美」なので、
三位一体はそれほど強調されていない。「信条」になって、はじめて、三位一体
の神への信仰告白が行われることになる。ルター派の礼拝では、会衆の歌によっ
て三位一体が強調されており、ここにルター派の特徴を見て取ることができる。
Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitの成立と内容3
　ルターのコラールはすばらしいものであり、偉大な人物の作品と思いがちで
あるが、ルターのコラールには、すでに存在していた歌に基づくものがある。
例えば、Nun komm, der Heiden Heilandは、アンブロシウス作詞のアドヴェン
トのイムヌスVeni, redemptor gentiumの翻訳・翻案である（徳善: 20-24）。また、
代表作の一つであるChrist lag in Todesbandenは、Christ ist erstandenという
民衆が歌っていたイースターの歌を「拡大したもの」であり（徳善: 75-76）、こ
の民衆の歌自体が、イースターの続唱Victimae paschali laudesから旋律を借り
ていることはよく知られている。このように、ルーツを辿ると、何かしら、中
世カトリック教会の歌を受け継いでいることが分かる。それらをドイツ語にす
る際に、ルターやルター派の解釈、理解を盛り込んでいったと言える。
　メロディーの面でも、詞の面でも、中世の歌の影響を受けていることは、広
く知られている。例えば、Allein Gott in der Höh sei Ehrは、イースターに歌わ
れるグレゴリオ聖歌のミサ、Missa lux et origoの「グローリア」から旋律を借
りていることは広く認められている（Stalmann: 35-36）。
 3 この項目について、Stalmann参照。
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　Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitは作者不詳であるが、ルター作と考えられてい
た時代もあった。初出は、Ordenung der ceremonien in der pfarkirchen zu Neumburg 
gestalt durch Doctorem Nicolaum Medlern （Naumburg 1537/1538）である。ここに
名前のあげられているニコラウス・メドラーの編集になるものだが、ルターや
メランヒトン、ヨナスの助言を受けているとされている。式次第を見ると、罪
の告白と赦しの宣言があって、それに答えて、Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitを
歌うようになっていることが分かる。
　この歌は、Kyrie fons bonitatisという、10世紀のものと考えられるグレゴリ
オ聖歌に基づいている。トリエント公会議（1545-1563年）によるカトリック改
革では、通常文に付けられていた「トロープス」（通常文に挿入、付加された歌
詞）は、すべて削除されることになった。「トロープス」は、その成立の事情から、
「メリスマ」（1つの母音を引き伸ばして旋律を歌う部分）に後から歌詞が当ては
められたものと、歌詞が存在していてそれに合わせて旋律が作られたものの2種
類あるとされるが、このKyrie fons bonitatisは、歌詞（音節数）と旋律がよく
一致していることから、後者であると考えられている（Stalmann: 17）。
　Kyrie fons bonitatisの詞は、次のようになっている4（Stingl: 18-21）。
 4 日本語訳は論者による。
1 Kyrie, fons bonitatis , Pater 
ingenite,
a quo bona cuncta procedunt: 
eleison.
主よ、善の源、限りない父、
あなたから、すべての善いものは出ます。
あわれんでください。
2 Kyrie, qui pati Natum mundi 
pro crimine,
ipsum ut salvaret misisti: 
eleison.
主よ、あなたは、世の罪のために御子を
与え、
この方を〔世を〕救うために遣わされま
した。
あわれんでください。
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3 Kyrie, qui septiformis dans dona 
Pneumatis,
a quo caelum, terra replentur: 
eleison.
主よ、あなたは、七重の霊の賜物を与え
られました。
あなたによって天と地は満たされています。
あわれんでください。
4 Christe, unice Dei Patris Genite, 
quem de Virgine nasciturum 
mundo mirifice sancti 
praedixerunt prophetae: 
eleison.
キリスト、父なる神から生まれた唯一の
御子、
おとめから生まれることによって世を驚
嘆させ、
聖なる預言者たちによって預言されてい
た方。
あわれんでください。
5 Christe hagie, caeli compos 
regiae, 
me l o s  g l o r i a e  cu i  s emper 
adstans pro numine 
Angelorum decantat apex: 
eleosion.
聖なるキリストよ、天における王権を持
つ方、
栄光の歌を、神の意志〔を行うために〕
常に〔神の〕側に立つ
いと高き天使たちは歌います。
あわれんでください。
6 Christe, caelitus adsis nostris 
precibus, 
pronis mentibus quem in terris 
devote colimus, 
ad te, pie Jesu, clamantes: 
eleison.
キリストよ、天にあって、私たちの祈り
を聞き入れてください。
地に住む私たちは、心をあなたに献げます。
いつくしみ深いイエスよ、あなたに呼び
かけます。
あわれんでください。
7 Kyrie, Spiritus alme, cohaerens 
Patri Natoque, 
unius usiae consistendo, flans ab 
utroque: 
eleison.
主よ、いつくしみ深い聖霊、父と子と結
ばれ、
一つの本質に一致して、〔父と子の〕両
者から出る方。
あわれんでください。
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　この9節あるトロープス付きキリエを、Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitでは3節
にしている。2つの詞を比較すると、ラテン語では、1〜3節が「父」を歌う部分
だが、1節は創造、2節はイエス・キリストの派遣、3節は聖霊の賜物と、この部
分だけで、神の働きの記念となっている。これに相当するコラールの1節では、
創造と支配だけが歌われている。
　「子」を歌う4〜6節では、おとめマリアから生まれたこと、天使たちによって
ほめたたえられていること（1テモテ3：16）とクリスマスを思わせる歌詞があ
り、受肉に集中し、そのキリストに祈りを捧げるという詞になっている。コラー
ルでは、ラテン語の2節、6節が組み合わされた内容になっている。
　とくに大きく異なっているという印象を受けるのが聖霊に関する部分で、ラ
テン語では神学的な議論（「父と子と一体」7節）や、イエスに働いたこと（8節）
があるが、コラールでは、信仰による慰めと強めを求めた後、「最後の時には」
という、ラテン語では触れられていないことが歌われる。
　この、最後の時の平安を願う祈りは、ルター作の詞にも現れる。例えば、Wir 
glauben all an einen Gottでは、3節で、「この見知らぬ地での人生の後には備え
られている、私たちのために、永遠の命が」とあり、Allein Gott in der Höh sei 
Ehrでも4節で「私たちの嘆きと悩みをみな防いでください」という言葉がある。
 5 あるいは、「常に、大きな声で「あわれんでください」と言うのにふさわしい者としてください。」 
8 Kyrie, qui baptizato in Jordanis 
unda Christo, 
ef fulgens specie columbina 
apparuisti, 
eleison.
主よ、ヨルダン川の水でキリストにバプ
テスマを授け、
輝く鳩の姿で現れた方、
あわれんでください。
9 Kyrie, ignis divine, pectora 
nostra succende, ut digne pariter 
proclamare possimus semper: 
eleison.
主よ、聖なる炎、私たちの心に降り、
常に、同じように、
宣べ伝えるにふさわしい者としてください5。
あわれんでください。
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　『小教理問答書』にも、聖霊の条項には、聖霊は「私とすべての信仰者のすべ
ての罪を豊かに赦し、終わりの日には、私とすべての死者とを呼び起こし（論
者注：「復活させ」の意）、すべての信仰者と共に私にキリストにある永遠の命
を与えてくださるのだ」と書かれている（ルター: 35）。人生が終わるときの平
安、終わった後の「永遠の命」に強い関心を寄せていることが分かる。それが、
Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitでは歌詞に反映されていると言えるだろう。
　このように考えると、このコラールがルター作とされていたことも理解でき
るように思われる。ルターがコラールや著作に書いていた内容が、このコラー
ルにも認められるからである。1、2節でも、『小教理問答書』やWir glauben all 
an einen Gottと近い内容が歌われている。このKyrie, Gott Vater in Ewigkeitが
ルター派の「キリエ」として定着していくことになった。それは、ルターの信
仰理解が受け入れられていくことと並行したと言えるだろう。
　ここで、『ドイツ語ミサ』に載せられていた、ルター作の「キリエ」と比較
してみたい。この「キリエ」は、単純に書かれている。単純であるが故に、神
学的にも内容が濃く、旋律的にも豊かなKyrie, Gott Vater in Ewigkeitに取っ
て代わられたのではないかと思われる。Allein Gott in der Höh sei EhrやWir 
glauben all an einen Gottのように豊かな旋律を持ち、内容的にも深い三位一体
理解を持つ歌が一般的になると、ルター作の「キリエ」では物足りなくなった、
これらの歌の「重さ」に見合う歌詞と旋律を持つコラールが求められたのでは
ないかと、論者は推測している。この結果、礼拝の前半部分（「言葉の典礼」）
が重くなったのも事実である。毎週、Kyrie, Gott Vater in EwigkeitやAllein 
Gott in der Höh sei EhrやWir glauben all an einen Gottを歌うことを考えると、
礼拝において、教義的な枠組が強く存在しているように感じられる。
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Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitの受容
　このように、礼拝において受け入れられていった Kyrie, Gott Vater in 
Ewigkeitであるが、合唱やオルガンの編曲となると、それほどの作品数は
残っていない。なぜかと考えると、旋律的に豊かすぎたのかもしれない。Wir 
glauben all an einen Gottの編曲が少ないのも、同様の理由からと考えられる。
一方、Allein Gott in der Höh sei Ehrは、旋律のモティーフにくり返しが多く、
その分、編曲しやすかったと推測される。
　数少ない合唱編曲として、ハインリッヒ・シュッツ（1585-1672年）が1657年
に出版した《12の宗教的な歌（Zwölf geistliche Gesänge）》作品13の第1曲（SWV420）
がある。《12の宗教的な歌》は最初の6曲がミサの内容に相当するものだが、
Kyrie, Gott Vater in Ewigkeit以外は、コラールの編曲はあっても、通常文とし
て認識されていたものではない。「グローリア」は散文に作曲されているので、
礼拝で使用されたかもしれない。後半6曲は、夕べの礼拝のためのもので、最後
にはマグニフィカート（マリアの賛歌）が置かれている。実際に使用を念頭に
置いているかどうかは明らかではないが、礼拝を意識したものになっているこ
とは間違いない。
　Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitの合唱編曲に当たっては、ルネサンスの作曲技
法である「パラフレーズ」に近いものが用いられている。これは、コラールの
旋律を各声部が歌っていくもので、旋律のモティーフ毎にカデンツァを持ち、
その後、次のモティーフに移っていく（譜例1）。
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 　その後の時代には、ハンス・レオ・ハスラ （ー1562-1612年）やヨハン・クリュー
ガ （ー1598-1662年）など、コラール編曲を多く残している作曲家があるが、彼らに、
Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitの編曲はない。次に見出されるのは、時代は飛ぶ
が、ヨハン・パッヘルベル（1653-1706年）のものとされるオルガン前奏曲である 
（P. 233）。
譜例1 ハインリッヒ・シュッツ《12の宗教的な歌》作品13より 
 第1番 Kyrie, Gott Vater in  Ewigkeit （SWV420）冒頭部分
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　これは、パッヘルベルの死後、1709年頃に作成されたタブラトゥーラ譜（ワイマー
ルAnna Amalia Bibliothek所蔵）に記されているもの（譜例2）で、バス（ペダ
ル）に定旋律を置き、手鍵盤はKyrieに当たる3つの音をくり返し演奏する。ま
た、ト長調で書かれ、音楽が調性に基づくものに変化していることが分かる（先
程のシュッツによる作品では、教会旋法の影響が強く残っていた）。作曲されて
いる音高が会衆の歌唱にふさわしいものなので、コラール前奏曲として、実際に、
礼拝での歌唱のために作曲されたと考えられる。
譜例2 『ワイマール・タブラトゥーラ』よりヨハン・パッヘルベル作
 コラール前奏曲《Kyrie, Gott Vater in Ewigkeit》P. 233
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《クラヴィーア練習曲集第3部》における
　Kyrie, Gott Vater in Ewigkeit
　ヨハン・ゼバスチャン・バッハは、よく知られているとおり、さまざまなコ
ラールを4声体に編曲している。それらは、カンタータや受難曲などの中で用い
るために作曲されたものであるが、それ以外にも、手稿譜の形で、多くのコラー
ル編曲が残されている。Kyrie, Gott Vater in Ewigkeit（BWV371）もそうした、
手稿譜で残されたもので、歌詞も書かれていなかった（譜例3）。おそらく、会
衆の歌唱をオルガンで支えるために作曲されたと考えられるが、単に習作であっ
た可能性も否定できない。
譜例3 ヨハン・ゼバスチャン・バッハ《Kyrie, Gott Vater in Ewigkeit》 
 （BWV371）1節部分
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　音楽が教会旋法を中心にしたものから、調性に基づく音楽が中心になると、
このコラールも旋律に、僅かではあるが、変更が加えられることになった。ラ
イプツィヒでバッハ時代に使われていた歌集を見ると、とくに、各節の終止は、
元の旋律では「ソ-ミ」と、第3旋法の特徴を持っていたのに対し、「ソ-ファ-ミ」
と「ファ」の音が加えられている。この編曲も、その変更された旋律に基づい
ている。
　《クラヴィーア練習曲集第3部》の成立については、次のような過程が考えら
れている。バッハは最初、「教理問答のコラール」、それもペダル付きの楽曲だ
けを出版するつもりだったが、それに、「ミサ」の部分が加えられ、さらには、
手鍵盤のみで演奏できる曲が加えられたと考えられる。それは、予約購読を増
やすためで、2段手鍵盤ペダル付きの楽曲だけだと購買層が限られると判断され
たためだと推測される。手鍵盤のみで演奏可能な曲があると、家庭で、チェン
バロなどでの演奏も可能になる（Wolff: VII）。その効果があったのか、当時とし
ては多い、100部を売り上げている。
　《クラヴィーア練習曲集第3部》には、Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitの編曲が
2組存在する。2段手鍵盤とペダルで演奏するもの（BWV669〜671）と、手鍵盤
のみで演奏可能なもの（BWV672〜674）である。ここでは、2段手鍵盤ペダル
付きの楽曲を取り上げる。
　バッハの作品の特徴であるが、聴くだけでは分からないことが、楽譜を見る
と発見できることがある。この組は、《クラヴィーア練習曲集第3部》最初の前
奏曲（BWV552/1）、そして、最後のフーガ（BWV552/2）と同じ、変ホ長調で
書かれている。変ホ長調は♭（フラット）3つで表されるので、三位一体を表し
ている。そして、前奏曲とフーガは、それぞれ、3つの部分からなっていて、楽
曲としても、三位一体を表現しているとされる。
　Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitの3曲が変ホ長調であるのは、前奏曲に引き続き、
それに合わせたということもあるだろうが、この音高は、会衆の歌唱としては
高すぎる。従って、このオルガン編曲は、会衆の歌唱のための「コラール前奏曲」
として作曲したのではないことになる。つまり、理念的な作品として作曲され
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ているのではないか。
　1節、Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitでは、2段手鍵盤とペダルでの演奏が指示
されている。定旋律はソプラノに置かれ、他の声部は、パッヘルベルのコラー
ル前奏曲と同じく、定旋律の最初の3音、“Kyrie”に相当する部分をモティーフ
にしている。全曲を通して、「主よ」という呼びかけが聞こえることになる。大
変安定した楽曲である（譜例4）。
譜例4 ヨハン・ゼバスチャン・バッハ《クラヴィーア練習曲集第3部》
 Kyrie, Gott Vater in Ewigkeit（BWV669）冒頭部分
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　2節、Christe, aller Welt Trostは、前曲と比べて長くなっているが、定旋律以
外の声部が技巧的であるためだろう。定旋律はテノールに置かれているが、こ
れは「子」に対応していると考えられる。他の声部は、もう一つの手鍵盤はデュ
エットになっており、これにペダル＝通奏低音が付く、バロック時代に完成し
た「トリオソナタ」の形式になっている。第2位格「子」をデュエットで表すの
は、キリストが神性と人性の両性を有していたという正統教義の表現であり、バッ
ハは《ロ短調ミサ》のChriste eleisonやEt in unum Dominum Jesum Christum
でも、同様に作曲している。3度や6度の音程は「愛」を表現するために用いら
れ、これが多用されることで、この楽曲は「キリストの愛」を表現するものとなっ
ている。また、そのモティーフは、定旋律の最初の5音から取られており、これは、
「キリストよ、全世界の慰め」に相当するので、この呼びかけが、常に聞こえて
くることとなる（譜例5）。
譜例5 ヨハン・ゼバスチャン・バッハ《クラヴィーア練習曲集第3部》
 Christe, aller Welt Trost（BWV670）冒頭部分
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　3節、Kyrie, Gott heiliger Geistには、“Cum Organo pleno”という指示がある。
“Organo pleno”の指示があるのは、前奏曲とフーガ、そして、Wir glauben all 
an einen Gott、Aus tifer Notの5曲だけである。この指示によって、前奏曲によっ
て始まったこの曲集が、この曲によって1つの区切りを迎えることになる。また、
定旋律がバス（ペダル）に置かれていることも、区切りの意味も持っているの
だろう。
　対旋律は、「斜行」と呼ばれる方法で書かれている（譜例6）。この曲では、最後、
印象的な半音階を、全声部で響かせるが、それは、聖霊が「下る」ことを表し
ていると思われる（譜例7）。
譜例6 ヨハン・ゼバスチャン・バッハ《クラヴィーア練習曲集第3部》
 Kyrie, Gott heiliger Geist（BWV671）冒頭部分
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　《クラヴィーア練習曲集第3部》は、三位一体を表現しているとされる前奏曲
とフーガがその枠組となっている。さらに、Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitの3
曲は、これまで見てきたように、三位一体のそれぞれについて音楽で表現する、
大きな神学的作品となっていると言うことができるだろう。それは、《クラヴィー
ア練習曲集第3部》全体についても、当てはまる。この後も、Allein Gott in der 
Höh sei Ehrに基づく曲を3つ作曲しており、全体を通して、三位一体が意識さ
れていると言えるだろう。
譜例7 ヨハン・ゼバスチャン・バッハ《クラヴィーア練習曲集第3部》
 Kyrie, Gott heiliger Geist（BWV671）終結部分
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おわりに
　最後に、このコラールの受容と現代的な解釈の例として、フーゴー・ディス
トラー（1908-1942年）の《Der Jarhkreis》作品5、第38曲に言及しておく。3声
で書かれたこの編曲は、「悔い改めの日（Bußtag）」の歌とされている。その意
図はよく分からない。つつましやかではあるが、心に沁みる、三位一体の神へ
の嘆願となっている。全節で“eleison”は同じ和声で歌われ、統一感を持たせ
ている。この曲でも、2節は、ソプラノとアルトの2声で書かれており、「第2位格」、
もしくは、「神人両性」を表していると思われる。バッハの、また、シュッツの
音楽的伝統を、現代に生かしたものと言えるだろう。　
　これまで見てきたように、宗教改革直後からバッハ時代のライプツィヒに至
るまで、ルター派の礼拝は、毎週、会衆が、今日取り上げたKyrie, Gott Vater 
in Ewigkeitを歌い、そして、それに続いて、Allein Gott in der Höh sei Ehrを、
また、「信条」としてWir glauben all an einen Gottを歌うことによって、三位
一体の教理を強く意識させるものとなっていた。カルヴァンの礼拝とは異なる
仕方で、礼拝とその中の音楽、会衆の歌唱が、神学の表出となっていると言え
るだろう。
　そして、バッハの《クラヴィーア練習曲集第3部》冒頭に収められている
Kyrie, Gott Vater in Ewigkeitに基づくオルガン曲3曲は、コラール前奏曲とし
ての実用的な役割よりも、曲集の冒頭と最後に置かれた前奏曲とフーガと共に、
三位一体論に基づく神論を音楽で表そうとするものであったことを、実際に演
奏を聴くことによって確認することができた。
　コラールKyrie, Gott Vater in Ewigkeitは、ドイツ語による礼拝のためにミサ
通常文の「キリエ」として書かれたものだが、それが歌われることによって、
礼拝は神学・教理的な表出となった。その伝統は、神学を音楽で表現する音楽
家とも言えるバッハへと続き、そこに1つの頂点をみいだすことができるのである。
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資料「ミサ通常文」コラール歌詞対訳6
「キリエ」
Kyrie, Gott Vater in Ewigkeit（Naumburg, 1537/38、Evangelisches Gesangbuch 
178.4）（前述参照）
1 Kyrie, Gott Vater in Ewigkeit,
gross ist dein Barmherzigkeit,
aller Ding ein Schöpfer und 
Regierer, eleison.
キリエ、永遠にいます父なる神、
あなたの慈悲の心は偉大です、
全てのものの造り主、支配者である方、
エレイソン。
2 Christe, aller Welt Trost,
uns Sünder allein du hast erlöst. 
O Jesu, Gottes Sohn,
unser  Mit t ler  b i s t  in  dem 
höchsten Thron,
zu dir schreien wir aus Herzens 
Begier, 
eleison.
キリストよ、全世界の慰め、あなただけ
が、私たち罪びとを救われました。
おおイエスよ、神の子、
高い玉座にあって、私たちのためにとり
なしてくださる方。
私たちは、心にある願いによってあなた
に呼びかけます、
エレイソン。
3 Kyrie Gott heiliger Geist,
tröst, stärk im Glauben 
allermeist,
dass wir am letzten End
fröhlich uns scheiden aus diesem 
Elend, 
eleison.
キリエ、聖霊なる神、
大いなる信仰によって、私たちを慰め、
強めてください。
最後の時には、私たちが、
この見知らぬ地から喜んで離れることが
できますように。
エレイソン。
 6 以下のコラ ルーのドイツ語詞は、1996年に発行された、ドイツ・プロテスタント教会（EKD）
の賛美歌集、Evangelisches Gesangbuch（EG）によっている。日本語訳は論者のものである。
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「グローリア」
Allein Gott in der Höh sei Ehr
（Nikolaus Decius, 1522/23、Evangelisches Gesangbuch 179、『讃美歌21』37）
1 Allein Gott in der Höh sei Ehr
und Dank für seine Gnade,
darum dass nun und 
nimmermehr uns rühren kann 
kein Schade.
Ein Wohlgefalln Gott an uns hat;
nun ist groß Fried ohn 
Unterlass,
all Fehd hat nun ein Ende.
いと高きところにいます神にのみ、栄光、
そして、その恵みのゆえの感謝。
それは、今も、ずっと、
どのような不利益も私たちを動揺させる
ことがないからです。
神は、私たちに満足を与えてくださいま
した。
大いなる平和は絶えることなく、
反目は終わりを迎えました。
2 Wir loben, preisn, anbeten dich;
für deine Ehr wir danken,
dass du, Gott Vater, ewiglich
regierst ohn alles Wanken.
Ganz ungemessn i s t  de ine 
Macht,
a l l z e i t  g e s ch i eh t ,  was  du 
bedacht.
Wohl uns solch eines Herren!
私たちはあなたをほめ、たたえ、あなた
に祈ります。
あなたの栄光のゆえに、感謝します。
父なる神よ、あなたは、永遠に
ゆらぐことなく支配されるからです。
あなたの力はまったくはかりしれず、
あなたの意思は、常に行われます。
何と幸いなことか、このような主が私た
ちの〔神〕であるとは。
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3 O Jesu Christ, Sohn eingeborn
des allerhöchsten Vaters,
Versöhner derer, die verlorn,
du Stiller unsres Haders,
Lamm Gottes, heilger Herr und 
Gott:
nimm an die Bitt aus unsrer 
Not,
erbarm dich unser aller.
イエス・キリストよ、
いと高き父の唯一の御子、
失われたものを和解させる方、
私たちの群れを養う方、
神の小羊、聖なる主、神、
私たちが悩みのうちから求める祈りを受
け入れ、
私たちすべてを憐れんでください。
4 O Heilger Geist, du höchstes 
Gut,
du allerheilsamst’ Tröster:
vor Teufels G’walt fortan behüt,
die Jesus Christ erlöset
durch große Mart’r und bittern 
Tod;
abwend all unsern Jamm’r und 
Not!
Darauf wir uns verlassen.
聖霊よ、あなたはいと高き神、
もっとも聖なる慰め主。
今から後、悪魔の力から守ってください、
イエス・キリストが
その偉大な殉教と苦しい死によって贖わ
れた者たちを。
私たちの嘆きと悩みをみな防いでくださ
い。
それのことに私たちはより頼みます。
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「信条」 
Wir glauben all an einen Gott（Martin Luther, 1524、Evangelisches Gesangbuch 
183）
1 Wir glauben all an einen Gott,
Schöpfer Himmels und der 
Erden, 
der sich zum Vater gaben hat,
dass wir seine Kinder werden.
Er will uns allzeit ernähren,
Leib und Seel auch wohl 
bewahren:
allem Unfall will er wehren,
kein Leid soll uns wider fahren,
Er sorget für uns, hüt und 
wacht;
es steht alles in seiner Macht.
私たちはみな、唯一の神を信じる。
天と地を造られた方。
神が自らを父として与えられたので、
私たちはその子どもとなる。
神は私たちを、いついかなる時も養い、
身体も、魂も、完全に保ってくださる。
神は、決して変わることなく、
私たちが再び悲嘆にくれることのないよ
うに、
私たちを世話し、守り、見まもってくだ
さる。
すべては神の力の中にある。
2 Wir glauben auch an Jesus 
Christ,
seinen Sohn und unsern Herren, 
der ewig bei dem Vater ist,
gleicher Gott von Macht und 
Ehren,
von Maria der Jungfrauen, 
ist ein wahrer Mensch geboren 
durch den Heilgen Geist im 
Glauben;
私たちは、また、イエス・キリストを信
じる、
神の子、我らの主、
永遠に父と共にあり、
力と栄光において、神と等しい方を。
キリストは処女マリアから、
まことの人として生まれた、
聖霊によって、信仰において。
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für uns, die wir warn verloren, 
am Kreuz gestorben, 
und vom Tod wieder 
auferstanden durch Gott.
我らのために、彼は失われ、
十字架の上で亡くなられた。
そして、神によって、死から復活された。
3 Wir glauben an den Heilgen 
Geist,
Gott mit Vater und dem Sohne,
der aller Blöden Tröster heißt 
und mit Gaben zieret schöne,
die ganz Christenheit auf Erden
hält in einem Sinn gar eben;
hie all Sünd vergeben werden;
das Fleisch soll auch wieder 
leben.
Nach diesem Elend ist bereit’
uns ein Leben in Ewigkeit.
Amen. 
私たちは聖霊を信じる、
父と子と共に神、
あらゆる貧しい人たちの慰めを。
聖霊は、賜物によって美しく飾りあげら
れる、
地上のすべての教会を。
そして、今日も、同じ思いで保たれる。
ここで、全ての罪は許され、
肉あるものは再び生きることができる。
この見知らぬ地での人生の後には備えら
れている、
私たちのために、永遠の命が。
アーメン。
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「サンクトゥス」
Jesaia, dem Propheten das geschah――Das deutsch "Sanctus"（Martin Luther, 
1526）
Jesaja, dem Propheten, das 
geschah,
Daß er im Geist den Herren 
sitzen sah 
Auf einem hohen Thron in 
hellen Glanz,
Seines Kleides Saum den Chor 
füllet ganz.
Es stunden zween Seraph bei 
ihm daran,
Sechs Flügel sah er einen jeden 
han,
Mit zween verbargen sie ihr 
Antlitz klar,
Und mit den andern zween sie 
flogen frei,
Gen ander rufen sie mit großem 
Gschrei:
He i l ig  i s t  Gott ,  der  Herre 
Zebaoth,
He i l ig  i s t  Gott ,  der  Herre 
Zebaoth,
He i l ig  i s t  Gott ,  der  Herre 
Zebaoth,
Sein Ehr die ganze Welt erfüllet 
hat.
Von dem Geschre i  z i t ter t 
Schwell und Balken gar, 
Das Haus auch ganz voll Rauchs 
und Nebel war.
預言者イザヤに、このことが起こった、
彼は霊の内に、主が座しているのを見た、
明るい輝きのうちに、高い玉座に座して
いるのを。
その衣の裾は、内陣をすべて満たしており、
その中で、神のかたわらに2人のセラフィ
ムがあり、
イザヤは見た、それぞれが6つの翼を持っ
ており、
2つで輝く顔を隠し、
2つの翼で自由に飛びまわって、
お互いに、大きな声で呼び交わしている
のを。
「聖なるかな、万軍の神なる主。
 聖なるかな、万軍の神なる主。
 聖なるかな、万軍の神なる主。
 その栄光は、全世界を満たしている。」
その声によって、敷居や梁はほんとうに
震え、
神殿は、完全に煙に満たされてかすんだ。
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「アニュス・デイ」
Christe, du Lamm Gottes
（Martin Luther, [1525]1528、Evangelisches Gesangbuch 190.2、『讃美歌21』86）
Christe, du Lamm Gottes, du 
trägst die Sünd der Welt,
erbarm dich unser!
Christe, du Lamm Gottes, du 
trägst die Sünd der Welt,
erbarm dich unser!
Christe, du Lamm Gottes, du 
trägst die Sünd der Welt,
gib uns deinen Frieden! Amen
キリストよ、あなたは神の子羊、世の罪
を担う方、
私たちを憐れんでください。
キリストよ、あなたは神の子羊、世の罪
を担う方、
私たちを憐れんでください。
キリストよ、あなたは神の子羊、世の罪
を担う方、
私たちに平和をあたえてください。
O Lamm Gottes unschuldig
（Nikolaus Decius, [1523]1531、Evangelisches Gesangbuch 190.1、『讃美歌21』87）
1〜3
1.+2. 
3. 
O Lamm Gottes unschuldig 
am Stamm des Kreuzes 
geschlachtet,
allzeit erfunden geduldig,
wiewohl du warest verachtet,
all Sünd hast du getragen,
sonst müssten wir verzagen.
Erbarm dich unser, o Jesu.
Gib deinen Frieden, o Jesu.
罪なき、神の小羊、
十字架の幹の上で屠られ、
常に耐え忍ばれた方、
軽蔑されたにもかかわらず。
すべての罪を担われました、
さもなければ、私たちはひるむほかなかっ
たのです。
私たちを憐れんでください、イエスよ。
あなたの平和を与えてください、イエスよ。
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